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654321７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
田
七
反
地
遺
跡
は
松
山
市
の
北
辺
、
瀬
戸
内
海
に
近
い
標
高
人
ｍ
の
沖
積

地
上
に
位
置
す
る
。
現
在
は
大

ち

だ
に

内
谷
と
呼
ば
れ
る
谷
の
谷
口
集

落
で
あ
る
。
遺
跡
は
背
後
の
約

四
〇

ｍ
の
小
起
伏
丘
陵
と
、
前

方
西
側
の
堀
江
地
溝
帯
と
呼
ば

れ
る
旧
石
手
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
沖
積
低
地
に
囲
ま
れ
て

い
る
。

遺
跡
の
あ
る
和
気

。
堀
江
地

(4は 木簡出上位置) 。
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遺構配置図 (一部古墳時代の遺構を含む)



区
は
、
縄
文
時
代
晩
期
を
中
心
と
し
た
船
ヶ
谷
遺
跡

。
大
測
遺
跡
、
弥
生
時
代

前
期
の
三
光
遺
跡

。
堀
江
遺
跡
な
ど
、
古
く
か
ら
生
活
痕
跡
の
残
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、
和
気
郡
に
属
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
世
に
は
、
河

野
氏
の
家
臣
で
あ
る
大
内
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
平
田
七
反
地
遺
跡
の
北
側
丘

陵
上
に
は
大
内
氏
の
居
城
で
あ
る
大
内
城
が
存
在
す
る
。

今
回
、　
一
般
国
道

一
九
六
号
松
山

・
北
条
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
い
、
記

録
保
存
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
を
、　
一
九
九
六
年
四
月
か
ら

一
九
九
八
年
三

月
ま
で
実
施
し
た
。
調
査
は
ｂ
ｔ
ｅ
の
調
査
区
を
設
定
し
て
行
な
い
、
総
面
積

は
七
九
六
〇
ポ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
終
末
期
―
古
墳
時
代
後
期

ま
で
の
集
落
、
中
世

（
一
二
世
紀
―
三
ハ
世
紀
）
の
集
落
が
検
出
さ
れ
、
長
期
間

営
ま
れ
た
生
活
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
中
世
の
集
落
か
ら
は
、

溝
に
囲
ま
れ
た
多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は

一
九
九
七
年
度
の
調
査
区
で
あ
る
ｄ

・
ｅ
区
の
ニ
カ
所
の
井
戸
よ
り

一
点
ず
つ
検
出
し
た
。
ｄ
区
の
井
戸

一
〇
は

一
辺
七
五
卿
の
方
形
縦
板
組
横
桟

型
の
井
戸
で
、
掘
形
径
二

・
三
ｍ
を
測
る
。
井
筒
は
径
四
〇
帥
深
さ
二
五
卿
の

曲
物
で
あ
る
。
井
戸
内
よ
り

一
三
世
紀
初
頭
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。

ｅ
区
の
井
戸

一
二
は
石
組
み
の
井
戸
で
、
掘
形
径
二

・
Ｏ
ｍ
深
さ

一
・
三
ｍ

を
測
り
、
井
筒
は
無
く
、
石
の
み
で
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
裏
込
め

か
ら

一
五
世
紀
後
半
の
備
前
焼
の
甕
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

井
戸
一
〇

い

　

「
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ｏ巽

ａ
Ｘ
枷
霞

井
戸
〓
一

②
　
　
「□
　
欧
剛
趾
酢
□
剛
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ю∞Ｐ×
（∞『）×
∞
ｏ∞Ｆ

側
は
短
冊
型
の
本
簡
で
あ
る
。
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
左
上
隅
に
二
文

字
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
で
き
な
い
。
右
上
に
木
の
皮
に
よ
る
綴
じ
紐
が
付

い
て
い
る
。
材
質
は
檜
。

②
は
木
簡
の
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
。
二
行
日
の
三
文
字
目
は

「賣
」
だ
が

こ
れ
は
文
字
の
寿
部
分
の
み
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
材
質
は
習
檜

（あ
す
な
ろ
）
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
川
真
美
）




